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有機化学の世界では最近，これまでに
ない機能をもつ分子が相次いで合成さ
れている．これらの応用は化学をはじ
めとして，医薬品の素材や電気・電子
分野の材料などさまざまな分野に及ん
でいる．このような機能の発現には，
「分子を超えた化学」という意味の超分
子化学が重要な役割を果たしている．
本書は，有機機能化学の中心となる超
分子化学について，代表的な例を取り
上げて，その全体像が明確になるよう
に，わかりやすく解説してある．

5
有機機能化学ーわかる有機化
学シリーズ２

斎藤勝裕・大月
穣

東京化学同
人

2009 教授 大月穣

4 はじめての有機化学 大月穣
東京化学同
人

2012 教授 大月穣

有機化学とは，炭素を含む化合物，つ
まり有機化合物を扱う化学である．身
のまわりの非常に多くの物質には炭素
が含まれる．紙，衣服，プラスチック，ゴ
ム，そして生物をつくるほとんどの物質
は有機化合物である．このように幅広
い有機化学を，高校の化学の復習も含
めて，わかりやすく説明されている．
「わかりやすく」という意味は「お話」とし
てわかるという意味ではなく，原理か
ら，論理的にわかるよう書かれている．

3
未来への６つの約束ー日本大
学N.研究物語

日本大学N．研
究プロジェクト
編

リバネス出版 2014 教授 大月穣

日本大学で進められた””””N．研究プ
ロジェクト”で行われた研究やその成果
の一部を紹介している．個々の研究者
に焦点をあて，それぞれの研究内容や
研究に対する思い，研究という仕事を
伝えられるよう試みられている．本書を
通じて，研究のプロフェッショナルにな
ることの魅力が伝わり，研究者を目指
す読書が現れるかもしれない．

本書は，身のまわりのさまざまな物質
や製品，現象などを題材に，化学の基
礎を簡潔にわかりやすく解説している．
化学の基礎を身につければ，身近にあ
るさまざまな材料の特徴，電気や光を
利用した物質や機器のしくみ，食べ物
や化粧品，医薬品のはたらきについて
理解できる．さらに，生命活動を支える
化学反応や遺伝のしくみなどについて
も知ることができる．そして，化学的な
視点から，地球環境やエネルギーに関
する諸問題について考えることは重要
である．

2 基礎の化学 大月穣
東京化学同
人

2014 教授 大月穣

本書は，化学の基礎をまとめたもので
あり，はじめて化学を学ぼうとする人で
も，最初の一歩から順を追って読みす
すめられるように書いてある．化学とは
何か，つまり，物質はどのようにできあ
がり，どのように変化するか，そして，
なぜそのようにできあがり，なぜそのよ
うに変化するかを，予備知識なしでも理
解できるように，基本的な原理から，で
きる限り論理的にわかりやすく説明して
いる．

1
化学入門ー日常に役立つ基礎
知識

大月穣
東京化学同
人

2016 教授 大月穣

推薦書に関連する図書の情報（3～5冊程度）
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11 光化学 村田滋
東京化学同
人

2013 教授　大内秋比古

光化学反応は様々なところで利用され
ているが、その原理は熱化学反応とは
異なる。光化学反応の原理を理解する
ための入門書として良い

10 有機金属化学 山本明夫
東京化学同
人

2015
現代有機化学では様々な有機金属試
薬や触媒が用いられているが、その基
礎を理解するための入門書として良い

9
岩波口座　現代化学への入門
第７－１０巻

第7巻: 村田一
郎
第8巻: 櫻井英
樹
第9巻: 岡崎廉
治
第10巻: 鈴木啓
介

岩波書店

第7巻: 
2000

第8巻: 
2002

第9巻: 
2004

第10巻: 
2007

有機化学の基礎を教科書とは別の視
点よりみることにより理解を深めること
ができる

教授　大内秋比古

教授　大内秋比古

8 プラズモンナノ材料の最新技術  山田淳
シーエム
シー出版

2009

金属ナノ粒子の専門書第二弾です．第
一弾と比較して，さらに金属ナノ粒子の
研究は大きく進化しており，その最先
端を知ることができます．金属ナノ粒子
の基礎科学と応用は，物理・化学・医
学・薬学など，多様な知識が結集して
成り立っています．それだけに初学者
には分かりにくい！本書は，初学者に
も理解しやすく記述されているのであり
がたいです．

准教授　須川晃資

7
プラズモンナノ材料の設計と応
用技術→プラズモンナノ材料の
開発と応用

 山田淳
シーエム
シー出版

2006　
2011

准教授　須川晃資

2000年代から急速に高まりつつある金
属ナノ粒子．多種多様な研究と応用展
開が図られていますが，これをうまく纏
めてくれているのが本書です．金属ナノ
粒子はナノテク材料の中でも群を抜い
て注目されているものの一つです．”光
エネルギーを捕まえることができる”そ
の不可思議な特性は唯一無二であり，
ものつくり，医療，物理，様々な専門家
にとって注目されています．

6
プラズモンナノ材料開発の最前
線と応用→船所蔵

 山田淳
シーエム
シー出版

2013 准教授　須川晃資

最近取り沙汰されているナノテク材料
の中でも，大きな注目を集めている金
属ナノ粒子の専門書第三弾です．金属
ナノ粒子は光エネルギーを”捕まえる”
ことができる，世にも不可思議なナノ材
料であり，医療・太陽電池など，次世代
光技術の実現にとって重要な材料なの
です．本書は，金属ナノ粒子を利用す
る研究の最前線を，日本の金属ナノ粒
子研究を先導する専門家が紹介してく
れています．
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5

１年生 1
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5

１年生 1

２年生以上 〇 2
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4

5

１年生 1

２年生以上 〇 2

全学年 3

4

5
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17
やさしい化学熱力学入門　―こ
れから熱力学を学ぶ人のため
に―

小島和夫 講談社
ISBN978
-4-06-

154355-3
准教授　松田　弘幸

熱力学というと，難しい式ばかりで苦手
意識を持つ学生さんが多いと思います
が，本書はその熱力学をとことんやさし
く，わかりやすく説明しています．とく
に，分かりにくい第二法則については，
「紅茶は冷める．熱は高温から低温に
流れる．では，ヒートポンプはなぜ熱を
汲み取るのか？」といった身近な疑問
を出発点として解説しています．熱力
学の理解を助ける一冊として推薦しま
す．

15 英語と日本語で学ぶ熱力学
Ruggero 
Micheletto，
戸坂亜希

共立出版
ISBN978
-4-320-
03595-9

教授　栗原清文

専門的に化学を学ぶ上で重要となる学
問分野の一つが「熱力学」です．本書
はこの熱力学を，具体的な例を用いて
分かりやすく解説していることから，熱
力学を学習するためのテキストとして
推薦したいと思います．加えて，日本語
で書かれた説明が（右ページ），同じ内
容で英語でも書かれているため（左
ページ），将来，専門的な研究論文を
書く際に必要となる英語表現を身に付
けることができる一挙両得の一冊とい
えます．

16 反応工学
草壁克己，増田
隆夫

三共出版

ISBN-13: 
978-

47827060
15

助教　角田雄亮

有機化学や生命科学において様々な
化学反応を学習しますが，これらの反
応を応用して工業化する際，効率的に
反応を生起させるために適切な反応器
を選択する必要があります．そのため
の「反応工学」について，基礎的な内容
から分かりやすい表現で書かれていま
す．応用化学分野への入門図書とし
て，製造業で活躍できる化学者育成の
ための図書として推薦いたします．

13 有機光化学 杉森彰 裳華房 1991 教授　大内秋比古
有機光化学反応を系統的に学習する
ために良い

14
March's Advanced Organic 
Chemistry

Michael B. 
Smith

Wiley 2013 教授　大内秋比古

有機化学を深く学ぶために良い。研究
を行う際にハンドブック的に利用するこ
ともできる。官能基毎の合成について
の索引が非常に便利。

12 光化学Ⅰ 井上晴夫　他 丸善出版 1999 教授　大内秋比古

光化学反応は様々なところで利用され
ているが、その原理は熱化学反応とは
異なる。光化学反応を少し深く学ぶた
めに良い
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１年生 1 よくわかる微生物学の基本としくみ 高麗寛紀
秀和システ
ム社

2013

２年生以上 〇 2
極限環境生物学 (現代生物科学入門 第
10巻)

浅島　誠 編  , 黒岩　
常祥 編  , 小原　雄治 

岩波書店 2010

全学年 3

4

5

１年生 1
無敵のバイオテクニカルシリーズ
改訂第4版　タンパク質実験ノート　下巻
タンパク質をしらべよう（機能解析編）

岡田雅人，三木裕明，
宮崎　香／編

羊土社

978-4-
89706-
944-9

２年生以上 〇 2
無敵のバイオテクニカルシリーズ
改訂第３版 遺伝子工学実験ノート 上
DNA実験の基本をマスターする

田村隆明／編
羊土社

978-4-
89706-
927-2

全学年 3

4

5

１年生 1 入門 酵素と補酵素の化学
T.D.H.Bugg (著),    井
上 國世 (翻訳)

丸善出版 1996

２年生以上 〇 2

全学年 3

4

5

１年生 1

２年生以上 〇 2

全学年 3

4

5

１年生 1 レオロジーの基礎論 村上謙吉 産業図書 1991

２年生以上 〇 2 基礎高分子科学
妹尾学，栗田公夫，矢
野彰一郎，澤口孝志

共立出版 2000

全学年 3 高分子化学序論（第2版）

岡村誠三，中島章夫，
小野木重治，河合弘
通，西島安則，東村敏
延，伊勢典夫

化学同人 1970

4

5

21
自然世界の高分子 - 物理現象
から生命の起源まで -

アレクサン
ダー・グロス
バーグ，アレク
セイ・ホホロフ，
田中基彦，鴇田
昌之(監訳)，
坂上貴洋，藤原
慶，柳澤実穂
(訳)

吉岡書店 2016
教授　清水繁

准教授　伊掛浩輝

繊維，ゴム，プラスチックなど高分子は
私たちの生活に欠かすことのできない材
料です．強固な固体材料とは一線を画
し，柔軟性で，ある時はゴムのような弾
性体でもあり，時として長い時間をかけ
て液体(流体)としても振る舞う，そして，
生命とも深い関わりをもつ，とても謎めい
た物質です．推薦図書は，高分子の魅
力を存分に紹介しつつも，単に知識の羅
列ではなくて，その研究の歴史背景にも
触れ系統的に解説した良書であると思い
ます．

対象：学部生以上

22 ゴム弾性 [初版復刻版] 久保亮五 裳華房 1996
教授　清水繁

准教授　伊掛浩輝

自動車，電子機器，建材やインフラなど
に欠かすことのできないゴム．あまりにも
身近すぎて当たり前となってしまっていま
すが，ゴムほど極めてユニークな特徴を
もつ素材は他にありません．自在に伸び
縮みし，また，引き伸ばすと熱を放つな
ど不思議に満ちた材料です．「ゴム」にこ
こまでスポットを当てた書籍は他になく，
久保氏の優れた洞察力には敬服の一言
に尽きます．本書は久保氏の息吹を感じ
る優れた良書であると思います．

対象：学部生以上

19

無敵のバイオテクニカルシリー
ズ
改訂第4版　タンパク質実験ノー
ト　上巻
タンパク質をとり出そう（抽出・精
製・発現編）

岡田雅人，宮崎　
香／編

羊土社

978-4-
89706-
943-2

助手　小池美弥

タンパク質実験入門書。本書はタンパク
質を扱う実験においての基本的なプロト
コールをイラスト付きで丁寧に説明して
いる本です。緩衝液の説明から始まり、
タンパク質の定量法・抽出法・分離精製
における各種分画法などが原理と実験
のコツとともに記載されているため、学生
実験などタンパク質精製初心者にもお勧
めです。また実験がうまくいかない時のト
ラブル対処法も充実しているので、慣れ
てきた人にもお勧めです。

20
酵素反応のしくみ―現代化学の
最大の謎をさぐる (ブルーバック
ス)

藤本 大三郎著 講談社 1996 助手　小池美弥

酵素の触媒活動について、わかりやす
く解説している本です。本書では常温・
常圧で中性に近い状態の中で反応す
る酵素について、化学の基本的な知識
の解説から始まり、タンパク質の立体
構造と酵素反応の触媒活動の仕組み
を平易に解説しています。酵素につい
て生化学の専門書等を読む前の予備
知識としてもお勧めです。

18 くらしと微生物
村尾澤夫, 藤井
ミチ子, 荒井基
夫共著

東京 : 培風
館

1993.3 助手　小池美弥

人間生活と微生物の関わりを学べま
す。本書は、人間生活と多様なかかわ
りをもっている微生物の知識を、左頁
に解説文を、右頁に図・写真・表を見開
きにまとめてあるため、見やすく、学び
やすい本です。特に、多種の食品名を
具体的にあげながら説明したり、有害
微生物についてはその防除法を示すな
ど、実生活に即したかたちで解説して
あります。

4/6



１年生 1 基礎高分子科学
妹尾学，栗田公夫，矢
野彰一郎，澤口孝志

共立出版 2000

２年生以上 〇 2 基礎高分子科学 高分子学会
東京化学同
人

2006

全学年 3

4

5

１年生 1 基礎高分子科学
妹尾学，栗田公夫，矢
野彰一郎，澤口孝志

共立出版 2000

２年生以上 〇 2 ポリマーアロイ 基礎と応用 高分子学会
東京化学同
人

1981

全学年 3

4

5

１年生 1

２年生以上 〇 2

全学年 3

4

5

１年生 1

２年生以上 〇

全学年

25
科学を絵に描いた男 田中豊一 
ゲルの世界を拓く

田中豊助
東海大学出
版会

2002
教授　清水繁

准教授　伊掛浩輝

 　田中豊一，2000年，54歳の若さで急
逝．「ゲル」研究の第一人者である．ノー
ベル賞に最も近い男と評され，今なお色
あせない．「ゲル」とは高分子が架橋され
て３次元の網目を作り，それが水などの
液体を吸って膨らんだものである．「ゲ
ル」は身近に様々な形で存在する．ゼ
リーなどの食品，サニタリー製品，生体
内では角膜などもそうである．「ゲル」は
温度や溶媒組成などを変えていくと，あ
るところで1,000倍にも膨らみ，縮んだり
する．この現象こそが「相転移」と呼ばれ
るもので，田中がはじめて見出した．本
書では「ゲル」を通して，縁の人々のエピ
ソードを交えながら，科学者としての田中
の魅力に迫る．「ゲル」を知らない人でも
田中の世界に魅了されることであろう．

26
Chemistry
－英知を養う化学ー

American 
Chemical 
Society

NTS 2007 准教授　青山忠

高校から大学初級までの化学の基礎
的な範囲を多くの実例を紹介しながら
説明されています。本書は始めから終
わりまで考えながら化学の基本を学ぶ
ように書かれていることから、これから
物質応用化学科で多くのことを見につ
けたい学生の入門書として最適である
と考えられます。

23 大学院高分子科学
野瀬卓平，中浜
精一，宮田清蔵

講談社サイ
エンティフィッ
ク

1997
教授　清水繁

准教授　伊掛浩輝

　高分子の世界をここまで広く，そし
て，深く掘り下げた本は他にないと思い
ます．この本は高分子を一通り学んだ
方を対象としたものだけあって，初学者
にはかなり読みごたえのあると思いま
す．しかし，大学院生や実務者には研
究の現場で必要なる知識を余すところ
なく記述されているため，実用書として
も大変良い本であると思います．本書
は高分子物性の基本である<構造論>
からはじまり，<合成反応>，<材料物性
>へと系統的に解説され，高分子につ
いて深く知りたい方は，是非ともチャレ
ンジしてほしい，そのような一冊です．

対象：大学院生以上

24
高分子材料強度のすべて - ビ
ギナーからベテランまでの強化
書-

成澤郁夫 S&T出版 2012
教授　清水繁

准教授　伊掛浩輝

　高分子材料への性能・機能に対する要
求が多様化しており，単一物質だけで満
足させることは極めて難しい．このため，
異なった性質をもつ物質を効果的に組合
わせて性能を満たそうとする考え方があ
る．最近では炭素繊維と組合わせた複
合材料が航空機には欠かせず，自動車
の車体も軽量化のために複合材料が使
われている．複合材料においても強度，
疲労などについて適切な評価が必要で
あるが多成分系ゆえの難しさもある．そ
のような中で，高分子材料の強度のみに
スポットをあてた本書はまさにバイブル
的な存在である．掲載されるデータ，引
用論文の豊富さには敬服の一言に尽き
る．時代を越えて読み繋がれるまさに良
書であると言える．

対象：大学院生以上
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１年生

２年生以上 〇

全学年

１年生

２年生以上 〇

全学年

准教授 須川晃資 4年生 〇 1 プラズモンの化学 (化学の要点シリーズ)
日本化学会 (編集), 上
野 貢生 (著), 三澤 弘
明 (著)

 共立出版 2019

2 層状化合物 (化学の要点シリーズ 11)
高木 克彦 (著), 高木 
慎介 (著), 日本化学会 
(編集)

共立出版 2014

3 光の教科書

黒田 和男 (著), 槌田 
博文 (著), 他 (著), 
チームオプト編集委員
会 (編集)

オプトロニク
ス社

2016

4

5

准教授 須川晃資 4年生 〇 1 半導体の物理 御子柴 宣夫 培風館 1991

２年生以上 2 半導体量子輸送物性 勝本 信吾 培風館 2014

全学年 3
Optical Properties of Solids (Oxford 
Master Series in Condensed Matter 
Physics)

Mark Fox
 Oxford Univ 
Pr; 2版

2010

4

5

プラズモンの化学は
今後のナノフォトニ
クスを担う良い材料
である

共立出版 2018

材料化学において光触媒材料は環境
科学，基礎電子物性研究の面で非常
に重要である．この本はその中でも最
新の2次元半導体材料について纏めて
いる．

30 半導体の光物性 中山正昭 コロナ社 2013
半導体は今や物理・電子・化学分野に
跨る重要な材料であり，中でもその光
物性は未だフロンティアである．

28
今日からモノ知りシリーズ
トコトンやさしい　水素の本

水素エネル
ギー協会（編）

日刊工業新
聞社

2017　
（第2版）

助手　金子剛大

水素にはどんなイメージを持っていま
すか．爆発？危険？実は世界の環
境・エネルギー問題を解決する救世
主かもしれません．本書では水素の
すべてをタイトルの通り，「トコトンやさ
しく」解説しています．各内容は見開
きになっており，半分はイラストや写
真で分かりやすくなっています．ま
た，要点BOXを確認することで直感的
に内容を把握するもできます．水素に
少しでも興味がある人にはぜひ読ん
でほしい一冊です．

29 半導体ナノシートの光機能
伊田進太郎著 ; 
日本化学会編

27 改訂　実感する化学（上・下巻）
American 
Chemical 
Society

NTS 2015 准教授　青山忠

身の回りの物質や自然現象を通して化
学の原理や面白さを紹介する構成に
なっています。何故化学が必要なの
か、化学を学ぶことでどの様なことが出
来るのかなど、読めば読むほど化学を
学びたくなると思います。物質応用化
学科にきて不安な学生やもっと楽しく化
学を学びたい学生にもってこいの一冊
です。
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